
広報まえばし　平成１７年１２月１日号　1415 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

「
確
か
め
て
　
歩
行
者
・
自
転
車
・

横
断
者
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
十
二

月
十
一
日
�
か
ら
三
十
一
日
�
ま
で
、

「
冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

年
末
は
、
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、

人
や
車
の
動
き
も
活
発
に
な
り
ま
す
。

車
を
運
転
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
歩

行
者
や
自
転
車
利
用
者
も
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
遭
わ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
高
齢
者
の
事
故
を
防
ご
う

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
慣
れ
た
道
で
も
必

ず
安
全
を
確
か
め
る
こ
と
が
大
切
。

ま
た
、
夜
間
の
外
出
は
目
立
つ
色
の

服
装
や
反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

□
夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
注
意

夕
暮
れ
時
は
運
転
者
は
早
め
に
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ト
を
つ
け
、
事
故
防
止
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
は
反
射

材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
夜
間

は
車
の
速
度
感
覚
が
つ
か
み
に
く
い

た
め
、
昼
間
以
上
の
安
全
確
認
も
必

要
で
す
。

□
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し
な
い

飲
酒
運
転
は
大
変
危
険
で
違
法
な

行
為
。「
少
し
の
距
離
だ
か
ら
」「
こ
れ

く
ら
い
の
量
な
ら
」
な
ど
と
考
え
ず
、

決
し
て
飲
酒
運
転
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

□
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ど
は
正
し
く

運
転
者
だ
け
で
な
く
、
後
部
座
席

の
同
乗
者
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し

く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
子

ど
も
の
発
育
に
合
わ
せ
て
正
し
く
使

用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
交
通
対
策
課
�

８
９
０
―
６
２
６
３
へ
。

対
象
＝
五
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

の
�
前
橋
・
前
橋
東
交
通
安
全
協
会

員
�
大
胡
交
通
安
全
協
会
員
　
申
し

込
み
＝
�
は
１
月
31
日
�
ま
で
に
交

通
安
全
協
会
各
地
区
支
部
長
を
通
じ

て
前
橋
交
通
安
全
協
会
（
�
２
５
１

―
５
４
１
５
）、
前
橋
東
交
通
安
全
協

会
（
�
２
４
３
―
３
２
３
１
）
�
は

１
月
25
日
�
ま
で
に
大
胡
交
通
安
全

協
会
（
�
２
８
３
―
０
２
３
３
）
へ

直
接

合
併
一
周
年
を
記
念
し
、
収
蔵
美

術
作
品
展
「
群
馬
の
洋
画
界
を
リ
ー

ド
し
た
四
人
の
画
家
〜
南
城
一
夫
・

横
堀
角
次
郎
・
清
水
刀
根
・
中
村
節

也
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
市
が
所
蔵

す
る
郷
土
ゆ
か
り
の
洋
画
家
四
人
の

作
品
を
一
堂
に
展
示
。
十
二
月
十
七

日
�
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
行

い
ま
す
。

日
時
＝
12
月
14
日
�
〜
19
日
�
、
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
（
入
場
は
午
後

５
時
30
分
ま
で
）

会
場
＝
市
民
文

化
会
館

□
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
＝
12
月
17
日
�
午
後
２
時
　
会

場
＝
市
民
文
化
会
館
　
対
象
＝
一
般
、

先
着
五
十
人
　
内
容
＝
県
美
術
会
常

任
理
事
・
高
橋
晴
人
さ
ん
が
作
品
の

鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
　
申
し

込
み
＝
当
日
会
場
へ
直
接

○
…
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
�

８
９
０
―
５
８
２
５
へ
。

中
央
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
で
、
旗
を

素
材
に
し
た
ア
ー
ト
作
品
の
展
覧
会
、

「
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
・
旗
の
芸
術
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
が
ク
ラ
ブ
や
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
仲
間
と
共
同
し
、幅
百
十
五
�
、

長
さ
百
八
十
�
の
旗
生
地
を
キ
ャ
ン

バ
ス
に
描
い
た
作
品
を
展
示
。
市
内

二
十
三
校
か
ら
三
十
三
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
自
由
で
柔
軟
な
発
想

と
感
性
が
、
大
き
な
旗
い
っ
ぱ
い
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
展
示
は
来
月
十

日
ま
で
。
買
い
物
の
際
に
は
ア
ー
ケ

ー
ド
を
通
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
１
月
10
日
�
ま
で
　
会
場
＝

中
央
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド

○
…
問
い
合
わ
せ
は
文
化
政
策
課
�

８
９
０
―
６
５
２
２
へ
。

本
年
度
の
教
育
文
化
功
労
者
表
彰

式
が
十
一
月
九
日
に
総
合
教
育
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
、
教
育
文
化
の
振
興
や

発
展
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
二
十

一
人
と
三
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
敬
称
略
―
―

□
学
校
医

吉
野
昭
男
（
三
俣
町
二
丁
目
）
中
野

栄
喜
（
国
領
町
二
丁
目
）
菅
谷
公
平

（
西
片
貝
町
五
丁
目
）
加
藤
祐
之
助

（
朝
日
町
一
丁
目
）

□
学
校
歯
科
医

加
藤
武
昭
（
元
総
社
町
）
井
上
宣
忠

（
鼻
毛
石
町
）

□
学
校
薬
剤
師

霜
田
和
子
（
山
王
町
一
丁
目
）
天
川

英
利
（
駒
形
町
）

□
社
会
教
育

沢
田
さ
わ
（
堀
之
下
町
）
木
村
三
治

郎
（
五
代
町
）

□
社
会
体
育

後
閑
泰
平
（
文
京
町
四
丁
目
）
石
田

正
義
（
鶴
が
谷
町
）
木
暮
久
江
（
国

領
町
二
丁
目
）
高
橋
徳
雄
（
上
大
屋

町
）
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
（
国
領
町

二
丁
目
）
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
（
南
町
四
丁
目
）

□
青
少
年
教
育

高
橋
喜
三
郎
（
亀
泉
町
）
大
沢
行
雄

（
朝
倉
町
二
丁
目
）
小
山
儀
一
（
下

長
磯
町
）
川
面
佳
之
（
南
町
一
丁
目
）

江
口
和
子
（
総
社
町
二
丁
目
）

□
学
術
・
芸
術
文
化

前
橋
鳶と
び

伝
統
文
化
保
存
会「
華
粋
会
」

（
城
東
町
二
丁
目
）
山
口
凰
心
（
住

吉
町
一
丁
目
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
教
育
委
員
会
総

務
課
�
８
９
０
―
５
８
０
２
へ
。

反射材など活用しましょう

冬
の
交
通

安
全
運
動

慌
た
だ
し
い
年
末

慣
れ
た
道
で
も
注
意
を

収
蔵
美
術

作
品
展

郷
土
の
洋
画
家

南
城
一
夫
な
ど
４
人

教
育
文
化

功
労
者

表
彰
し
ま
し
た

11
月
９
日
に
21
人
３
団
体

フ
ラ
ッ
グ

ア
ー
ト

ア
ー
ケ
ー
ド
に

中
学
生
の
力
作
ず
ら
り

優
良
運
転
者
を
表
彰

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
年
賀

状
や
寒
中
見
舞
い
な
ど
の
時
候
の
あ

い
さ
つ
状
（
年
賀
電
報
、
電
子
郵
便

を
含
む
）
を
出
す
こ
と
は
、
自
筆
の

答
礼
状
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
政
治
家
と
は
候
補
者
、
候
補
者

に
な
ろ
う
と
す
る
人
、
現
に
公
職
に

あ
る
人
。
政
治
家
の
寄
付
を
「
贈
ら

な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら
な
い
」

よ
う
に
す
る
運
動
を
三
な
い
運
動
と

い
い
ま
す
。

□
選
挙
区
内
の
人
へ
の
寄
付
は
禁
止

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
い
る
人

や
催
し
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
寄
付

を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

�
お
歳
暮
、
せ
ん
べ
つ
、
入
学
祝

い
な
ど
を
贈
る
�
見
舞
金
や
花
輪
な

ど
を
出
す
�
祭
り
や
催
し
物
な
ど
に

金
銭
や
酒
な
ど
を
提
供
す
る
。

□
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止

有
権
者
が
脅
迫
ま
た
は
政
治
家
を

陥
れ
る
目
的
で
寄
付
を
求
め
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

□
あ
い
さ
つ
の
有
料
広
告
に
は
処
罰

政
治
家
や
後
援
会
が
、
選
挙
区
内

の
人
へ
、
あ
い
さ
つ
の
た
め
に
新
聞
・

雑
誌
・
ビ
ラ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
に
有
料
の
広
告

を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
�
８
９
０
―
６
７
４
２
へ
。

次
の
文
章
の
○
に
当
て
は
ま
る
文

字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
に

は
抽
選
で
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

な
お
、
当
選
者
の
発
表
は
、
記
念

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
題
＝
政
治
家
の
寄
付
を
「
贈
ら
な

い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら
な
い
」

よ
う
に
す
る
運
動
を
○
○
○
運
動
と

い
い
ま
す
　
申
し
込
み
＝
12
月
15
日

�
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
（
一
人
一
通
）。

ク
イ
ズ
の
答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
市
役
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
内
「
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
ク
イ
ズ
係
」（
�

８
９
０
―
６
７
４
２
）
へ

本
年
度
の
「
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品
展
を

市
役
所
で
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
力
作
を
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

期
間
＝
12
月
９
日
�
〜
16
日
�

会

場
＝
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

○
…
問
い
合
わ
せ
は
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
�
８
９
０
―
６
７
４
２
へ
。

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
力
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。明

る
い
選
挙
の
実
現
と
投
票
総
参

加
を
推
進
す
る
た
め
、
年
間
定
期
的

に
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
県
が
行
う
選
挙
政
治
講

座
な
ど
の
講
演
会
に
も
参
加
で
き
ま

す
。

内
容
＝
選
挙
時
の
街
頭
啓
発
・
パ
レ

ー
ド
の
参
加
な
ど
　
申
し
込
み
＝
ハ

ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
―
８

６
０
１
市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
内
「
前
橋
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
」（
�
８
９
０
―
６
７
４
２
）

へ

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
は
、
中

小
企
業
の
連
鎖
倒
産
や
経
営
難
を
防

ぐ
制
度
で
す
。
こ
の
共
済
に
加
入
し

た
後
、
六
カ
月
以
上
経
過
し
て
か
ら
、

取
引
先
が
倒
産
し
て
売
掛
金
や
債
権

な
ど
を
回
収
す
る
こ
と
が
困
難
な
と

き
、
六
カ
月
以
内
に
請
求
す
れ
ば
共

済
金
の
貸
し
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

特
色
＝
�
無
担
保
、
無
保
証
人
、
無

利
子
で
回
収
困
難
に
な
っ
た
売
掛
債

権
な
ど
の
額
と
掛
け
金
総
額
の
十
倍

に
相
当
す
る
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い

額
の
範
囲
内
で
貸
し
付
け
が
受
け
ら

れ
る
（
最
高
三
千
二
百
万
円
、
残
高

ベ
ー
ス
）
�
共
済
金
の
貸
し
付
け
を

受
け
る
と
そ
の
額
の
十
分
の
一
に
相

当
す
る
掛
け
金
は
共
済
制
度
の
財
源

に
充
て
ら
れ
掛
け
金
の
権
利
は
な
く

な
る
�
掛
け
金
は
税
法
上
の
損
金
ま

た
は
必
要
経
費
に
算
入
で
き
る
�
一

時
貸
付
金
制
度
も
利
用
で
き
る
�
新

規
加
入
者
は
掛
け
金
一
カ
月
分
が
市

の
補
助
金
で
受
け
ら
れ
る
　
申
し
込

み
＝
商
工
会
議
所
（
�
２
３
４
―
５

１
１
１
）、
大
胡
町
商
工
会
（
�
２
８

３
―
２
４
２
２
）、
宮
城
村
商
工
会（
�

２
８
３
―
６
６
２
７
）、
粕
川
村
商
工

会
（
�
２
８
５
―
４
９
８
３
）、
中
小

企
業
団
体
中
央
会
（
�
２
３
２
―
４

１
２
３
）、
市
内
各
金
融
機
関
へ
直
接

○
…
問
い
合
わ
せ
は
共
済
制
度
に
つ

い
て
は
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
�

０
３
―
３
４
３
３
―
７
１
７
１
、
市

の
補
助
金
に
つ
い
て
は
工
業
課
�
８

９
０
―
６
６
１
２
へ
。

イベントでチラシを配布

中
小
企
業
の
倒
産
を
防
ぐ
制
度
が
あ
り
ま
す

取
引
先
の
倒
産
で
債
権
の
回
収
な
ど
が
難
し
い
と
き
は
貸
し
付
け
も

進
め
よ
う
ル
ー
ル
守
っ
て
「
明
る
い
選
挙
」

政
治
家
の
寄
付
は
「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら
な
い
」

選
挙
ク
イ
ズ
に

応
募
し
ま
せ
ん
か

入
賞
作
品
を
展
示

選
挙
ポ
ス
タ
ー

啓
発
活
動
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集


